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大数（たいすう）の法則 

 平均値がある一定に近づくこと 

 

 

 

 

ジップ則 

 べき乗的な振る舞い 

～～～～～～～～～ 

ジップの法則（ジップのほうそく、Zipf's law）あるいはジフの法則とは、出現頻度が k 番目に大きい要素

が全体に占める割合が 1/k に比例するという経験則である。Zipf は「ジフ」と読まれることもある 
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地球表面が生きている証しに関しては、地球科学の主 

要な理論であるプレートテクトニクスが説明してくれる。 

 これは 1912年のウェゲナーの大陸移動説から始まると 

いっていい。この大陸移動説は、はじめくっついていた 

大陸が何らかの原因によって分離し、互いに移動したと 

する仮説である。 

 ウェゲナーは、南アメリカ大陸とアフリカ大陸の形を 

おおむねそのままにして切り離し、地球表面で自由に動 

かしてみると、ジグソーパズルのピースのように一つの 

大きな大陸にまとまることを指摘した。南アメリカ大陸 

の東岸とアフリカ大陸の西岸がぴったり合うことは、地 

球儀を見れば明らかであろう。 

 ウェゲナーはそれだけでなく、現在は離れている両大 

陸間の地質構造がよく似ていること、古生物化石の分布 

に連続性が見られること、海を渡ることができないはず 

の生物種が両大陸にまたがって分布することなどを指摘 

して、大陸移動説を唱えたのである。 



 

  

サンアンドレアス断層の動きは比較的単純な横ずれで 

ある。それでも地震の予知ができなかったのは、単に偶 

然のせいであろうか。二つのプレートが相対的に横ずれ 

で動ている場合には、その境界のあるところでは、引 

っ張られては外れ、また引っ張られては外れ、というこ 

とがはぼ周期的に繰り返され、そのたびに同じ程度の強 

さの地震が起こることも考えられる。 

 このとき、いったん地震が起こったとして、次にいつ 

起こるかは正確にはわからないという意味で、地震の発 

生は偶然である。 
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実をいうと、ランキングプロット（累積個数分布）の 

場合にはデータの数を順々に加えていくというのがみそ
、、

 

なのである。個数分布そのものはデータ数が少ないと、 

図 3－3（a）のように、棒の高さがデコボコになってしま 

うが、ランキングプロットではそれを順々に加えていく 

ので、途中のデコとボコがお互いに相殺して滑らかにな 

るのである。 

 

 

もし統計性を生み出す原因が乗算過程であれば、生じ 

る結果はいろいろな要因の掛け算で表されるが、対数を 

とった後で見ると統計性を生み出すばらつきの原因は足 

し算となり、加算過程とみなされる。したがって、対数 

をとった後に正規分布が得られることになり、対数正規 

分布になるというわけである。 

 こうして、複雑系の共通した特徴が歴史性にあり、歴 

史性が乗算過程的であるとすれば、複雑系ではその統計 

性を特徴づける最も自然な分布関数は対数正規分布だと 

いうことができよう。このようなわけで、対数正規分布 



こそが複雑な系全体の統計性を見わたす際の基準として 

ふさわしいと考えられる。すなわち、複雑系の自然な分 

布は対数正規分布だということができる。 

 

対数正規分布 

 

   

  

 



 

統計の世界で最も普通に使われる釣鐘状の正規分布は、 

点線で示されているように、右裾の順位の上位部分で曲 

線が鋭く落ち込み、データにまったくフィットできない。 

これは、対数正規分布では右裾が尾を引くのが特徴であ 

るのに対して、正規分布ではそのようなことがないから 

である。 

 また、複雑系でよく使われるべき乗分布（破線）は両 

対数グラフ上で直線になるので、べき乗分布もこの場合 

には右裾のごく一部を除いてまったく不適格である。こ 

の図を見て明らかなように、正規分布やべき乗分布に比 

べて、対数正規分布は裾の部分だけでなく全体にわたっ 

て見事にフィットしている。 

 

 

超大企業や超高額所得者は周囲から富を吸い上げて成 

長し、その結果、いっそう吸い上げる力をもつようにな 

るのであって、大多数の中小企業や普通の人々の場合と 

は異なる。このような傾向を標語的に「富めるものはよ 

り豊かになる（“The rich get richer”）」という。 

 

社会福祉政策が貧弱な自由主義経済の下では 

「貧しきものはより貧困になる（”The poor get poorer”）」 

という現象が現実に起き始めている 

 

 



 

1位の東京への極端な人口集中が始まり、 

2位大阪、3位神奈川、4位愛知、5位埼玉、6位千葉、 

などと推移。 

さらに図からもわかるように、ランク 

じ位の 12ほどの都道府県がそれ以下の県からくっきり 

と系統的にずれ始める。そして、年の経過とともにこの 

二つのグループの差はどんどん広がっていくのである。 

トップ１０への人口集中を表現するグラフだが、地方の過疎化は左上の領域に埋没されて表現できない。 

 

 

地方行政の効率化ばかりを考慮して道州制を導 

入したりすると、道州より小さな地方自治体組織が抱え 

るいろいろな問題や矛盾がいっそう見えなくなり、無視 

されるようになることはほぼ間違いない。安易に道州制 

に賛成すべきでない理由の一つがここにある。 

 

～～～～～～～～～～～～ 

道州制（どうしゅうせい）とは、行政区画として道と州を置く地方行政制度である。 府県制、市制、町村制

などにならった用語である。 日本では、現行の都道府県よりも広域な行政区分として道と州を新たに設ける

構想を指す。 道州には現在の都道府県よりもレベルの高い地方自治権を与える。 
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べき乗分布が厄介なのは、正規分布と違って平均値が存在せず、標準的な大きさがわからないことである。 

 

 

富めるものがより豊かになれば、いずれ貧しきものに 

も富がしたたり落ちてくる（トリクルダウン）というも 

っともらしい発言が、一部の経済学者や政治家から聞こ 

えてくる。もしこれが事実なら、もうとっくに格差の縮 



小しつつある社会が実現しているはずであるが、貧富の 

格差はいっそう広がっているのが現実である。 

 


